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公益社団法人愛知県医師会 第 3 回(定例)理事会議事録 

 

開催日時：平成 31 年 4 月 25 日(木) 午後 2時 30 分～午後 4時 20 分 

開催場所：愛知県医師会館 4階理事会議室 

出 席 者 

会 長(代表理事)／柵 木 充 明 

副会長(代表理事)／城  義 政  杉 田 洋 一 

理 事／伊 藤 健 一  大 輪 芳 裕  加 藤 雅 通  西 山  朗  樫 尾 富 二   

  樋 口 俊 寛  纐 纈 雅 明  細 川 秀 一  野 田 正 治  林  義 久   

 浅 井 清 和  田那村 收  小 出 詠 子  渡 邊 源 市 

監 事／川 上 雅 正  野 口 良 樹  横 井  隆 

代議員会議長／服 部 達 哉 

代議員会副議長／伊 藤 宣 夫  山 本  楯 

 

欠 席 者 

理 事／市 川 朝 洋  湯澤由紀夫 

 

議事録作成者  加 藤 結 花 

 

※野口監事、遅刻のため、承認事項については出席者 22 名(うち理事 17 名)にて審議し

た。 

 

議長は、定款第 39 条第 2項により、柵木充明会長(代表理事)が務める。 

本日の理事会は、出席者 24 名(うち理事 18 名)で、理事現在数 19 名の 2分の 1以上(10

名)の出席があり、定款第 39 条第 6項の決議を行うに必要な過半数に達していること

を確認した。 

 

議事進行に先立ち、柵木会長より挨拶。 

 

 

議 事 

―承認事項― 

１．庶務関係事項について                  

(１)後援並びに共催について 

 ①愛知県・愛知県献血推進協議会・日本赤十字社愛知県支部・愛知県赤十字血液センタ 

ー主催の平成31年度愛知県「愛の血液助け合い運動」〔7/1(月)～7/31(水)〕の後援に

ついて 
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②愛知高齢者福祉研究会(会長 内山治夫)主催の「朝日高齢者福祉セミナー2019」 

〔7/7(日)〕の後援について 

 

③第62回東海学校保健学会 (理事長 村松常司：東海学園大学教授)主催の第62回東 

海学校保健学会〔9/7(土)〕の後援について 

 

④一般社団法人愛知県鍼灸マッサージ師会(会長 足立 忠)主催の第28回はり灸健康 

 

樫尾理事より説明され、上記1-(1)-①～④について一括承認を求め、承認された。 

 

(２)薬剤師の認知症対応力向上事業における研修会〔7/7(日)・9/29(日)・R2.1/26(日)〕

への講師派遣について 

樫尾理事より説明され、本会認知症地域医療研修検討委員会委員長の黒川 豊先

生を講師として派遣することが承認された。 

 

(３)海南病院地域医療支援委員会委員の変更について 

樫尾理事より説明され、本会の小出理事から、城副会長への変更が承認された。 

 

２．委員会・部会、講演会等(本会主催分)の開催について   

柵木会長より、以下のNo.1～2の本会主催の委員会・部会、講演会等の開催につい

て一括承認を求め、承認された。 

      

No. 開催日 名称 開催場所 担当理事 

1 5/27(月) 監事会 
5階医師連盟会議

室 

西山理事 

樫尾理事 

2 7/10(水) 愛知県医師会事業概要等説明会 9階大講堂 
樫尾理事 

西山理事 

 

３．委員会委員の委嘱について 

（１）地域医療介護委員会委員の変更について          

野田理事より説明され、愛知県福祉局高齢福祉課の荒木聖弘氏から古橋芳明氏へ、 

愛知県保健医療局健康医務部医務課の上田智広氏から三嵜章司氏への変更が承認さ

れた。 

 

(２) 男女共同参画委員会委員の変更について           

小出理事より説明され、愛知県から選出の吉田 宏委員から長谷川勢子氏への変更

が承認された。 
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４．第31回日本医師会主催「指導医のための教育ワークショップ」〔7/13(土)・14(日)〕 

について 

(日本医師会主催：ホテルフクラシア晴海)          

伊藤理事より、7月 13 日(土)・14 日(日)の 2日間に亘り開催され、例年本会役員

の中から 1名参加していただいていると説明された。柵木会長より、例年新任の

役員に参加をいただており、今回は田那村理事にお願いすると述べられ、承認さ

れた。 

 

５．平成 31 年度公費による妊産婦・乳児健康診査の契約について 

西山理事より説明され、県内 52 市町村(名古屋市・豊橋を除く)と引き続広域化契

約を結ぶことが承認された。また、広域化契約を結んでいるにも関わらず、産婦

健診、乳児健診については前年度と比較し進んでいない状況であると補足された。 

 

６．平成31年度難病患者医療生活相談事業〔R2.3/6(金)〕について 

   (名古屋市東保健センター主催：東保健センター)      

樋口理事より説明され、名古屋市東保健センターで行う標記事業の講師として、本

会職員 1名の派遣が承認された。 

 

７．健康教育講座(地域開催分)〔6/9(日)〕について       

纐纈理事より説明され、本会と豊橋市医師会との共催が承認された。 

 

８．学校医手引きの改訂について               

纐纈理事より説明され、「学校医の手引き」を改訂することが承認された。 

 

９．定期予防接種の県外接種への対応に関する調査について  

浅井理事より、県広域予防接種事業運営委員会において愛知県小児科医会の岡田

純一会長より定期予防接種の県外接種への対応に関する調査を行って欲しいとの

依頼があったと説明され、広域予防接種事業の一環として本会と愛知県小児科医

会との連名で県下 54 市町村へアンケート調査を実施することが承認された。 

 

１０．人事案件について                    

樫尾理事より説明され、原案通り承認された。 

 

 

―協議事項― 

１１．「Health Professional Meeting(H20)2019」への参加について    

   柵木理事より、日本医師会横倉会長より、参加依頼が参っているので希望者は申し

出ていただきたいと依頼された。なお、旅費１名については日本医師会負担となり、
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希望者がいない場合はやむを得ないと補足された。 

 

１２．入会金の徴収猶予申請について            

西山理事より説明され、岡崎市医師会及び豊田加茂医師会より、申請があった入

会金徴収猶予申請が承認された。 

 

１３．その他 

  ・令和元年度都道府県医師会医師偏在対策・働き方改革担当理事連絡協議会〔6/12 

（水）〕への質問・意見等について 

伊藤理事より、何か質問等があれば申し出ていただきたいと依頼された。柵木会

長より、当日は本会においてテレビ会議の開催も予定していると説明され、役員

の参加を呼び掛けた。 
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─報告事項─ 

【日本医師会、各医師会、中部医師会連合等会議について】 

１．日本医師会理事会〔4/16(火)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)                   

柵木会長より、理事打合会の議題である「医師不足と偏在指標と医師過不足将来

推計乖離－最前線の状況について」「日本医師会会費徴収について」「研修医対象

の入会申込書・会費減免申込書について」報告された。 

 

２．中部医師会連合第 11 回常任委員会〔4/20(土)〕について 

(中部医師会連合主催：「松楓閣」)                  

柵木会長より、5月 29 日(水)に開催される中部医師会連合第 2回日医代議員協議

会で、樫尾理事より「会員増強策の現状」について講演いただくことが承認され

たと報告された。また、代表質問は石川県医師会、富山県医師会が担当し、内容

については未定であると説明された。 

 

３．日本医師会広報委員会〔4/18(木)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)                

杉田副会長より、来年度より赤ひげ大賞の推薦枠を各県 2名から 1名に見直し、

推薦された全ての方を赤ひげ賞とし、うち 5名を赤ひげ大賞受賞者として表彰す

ることとなったと説明された。また。「いい医療の日」のロゴマークの応募数は現

在 118 件。広報活動に関するアンケート調査については、次回検討となったと報

告された。 

 

４．日医 2018-2019 年度 第 3回病院委員会〔4/12(金)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)                 

伊藤理事より、日医役員より、地域医療構想に関する WG(第 19、20 回)と医療従

事者の需給に関する検討会(第7回)医師需給分科会(第30回)の資料説明がなされ、

議論を行ったと報告された。公立・公的医療機関と民間医療機関の立ち位置を中

心に議論し、地方自治体の首長の関与が統廃合に対する制限要素ではないかとい

う意見が多く出されたと説明された。 

 

５．日医第3回救急災害医療対策委員会並びに第2回救急災害医療対策委員会ワーキング

グループ〔4/18(木)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)             

細川理事より、「地域包括ケアシステムにおける救急災害医療のあり方について～

2040 年に向けて～」及び「災害医療について①JMAT のあり方②マスギャザリング

災害に備えた医療体制」の 2つのワーキンググループからの方向に基づき、協議

を行ったと報告された。 
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【本会関係会議について】 

６．第 1回愛知県医師会地域医療政策研究機構委員会〔4/22(月)〕について 

(5 階医師連盟会議室)                  

伊藤理事より、具体的対応方針の検証に向けた議論の整理(たたき台)の領域及び

分析項目、西三河南部西構想区域に関するディスカッションを行ったと報告され

た。 

 

７．調査室委員会〔4/23(火)〕について 

(5 階連盟会議室)                    

大輪理事より、調査室だより１本について検討し、地域別診療報酬について今まで

の経緯を纏めたものを愛知医報 6 月 15 日発行号に掲載予定となったと報告された。

また、都道府県医師会税制担当理事連絡協議会〔4/11(木)〕、規制改革推進会議 医

療・介護ワーキング・グループ〔4/10(水)〕、経済財政諮問会議〔4/10(水)〕、日

医プレスリリース、MEDIFAX、Twitter 記事について、それぞれ解説、議論を行っ

たと説明された。 

 

８．認知症地域医療研修検討委員会〔4/15(月)〕について 

(501 会議室)                       

野田理事より、今年度の委託内容について確認を行った。認知症サポート医フォ

ローアップ研修については、本委員会の中で研修内容の見直しを行うこととなっ

た。また、今年度から新たに委託を受ける認知症疾患医療センター事業評価につ

いては、新たに検討会を設置し、その中で評価内容等について検討を行うことと

なったと報告された。 

 

９．愛知県広域予防接種事業運営委員会〔4/15(月)〕について 

(5 階連盟会議室)                   

浅井理事より、「愛知県広域予防接種事業に係る運営要領」の改元に伴う運営要領

の改正について愛知県より説明された。また、定期予防接種の県外接種への対応

に関する調査について議論し、愛知県医師会と愛知県小児科医会との連名でアン

ケート調査を行う方向としたと報告された。 

 

１０．医療安全対策委員会〔4/16(火)〕について 

(801～803 会議室)                   

渡邊理事より、平成31年4月分委員会提出案件、44件(新規19件、解決25件) 

について検討したと報告された。 

 

１１．治験審査会〔4/19(金)〕について 

(803 会議室)                     
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渡邊理事より、継続審査6件(クローン病1件、潰瘍性大腸炎4件、統合失調症1件)

については、すべて承認されたと報告された。また、1件(統合失調症)の終了報告

があったと説明された。 

 

１２．講演会・研修会等について  

柵木会長より、本会主催の研修会は資料により報告とすると発言された。 

                

No. 開催日 名称 出席者数等 担当理事 

1 4/17(水) 産業医研修会 94 名 
西山理事 

樫尾理事 

 

１３．人事委員会〔4/18(木)〕について            

樫尾理事より説明された。 

 

【行政、その他関係団体等会議について】 

１４．平成 31 年度第 1 回東海北陸地方社会保険医療協議会総会〔4/9(火)〕について 

(東海北陸厚生局主催：ホテルサンルートプラザ名古屋)     

杉田副会長より、保険医療機関等の指導・監査等の実施状況について報告された。

指定取消処分の原因としては、架空・付増・二重請求等が主であり、歯科では登

録取消が1件あった。また、返還金額は約8億8千万円で前年度より1億円増となっ

たと説明された。なお、全国的には変換金額が減じていると補足された。 

 

１５．支払基金幹事会〔4/10(水)〕について 

(支払基金主催：支払基金)                  

杉田副会長より、支払基金における後期高齢者医療特別会計は人口増に比例し、

収入増となること、障がい者雇用状況については法定雇用率を0.2％上回っている

こと、女性職員の採用率は高いが管理職に占める割合は低いと報告された。その

他、1月分の請求件数、査定件数、生活保護による診療報酬等確定件数・金額につ

いて説明された。生活保護の金額は依然高額である。原因は過剰な検査等の実施

が考えられ、医療機関側の責任も見逃せないと補足された。 

 

１６．第 6回「爆発物災害対策担当者養成講習会」－主として救命・救急医、産業医及 

び爆発物災害対策担当者等が知っておくべきこと－〔4/14(日)〕について 

    (NPO 法人 NBCR対策推進機構主催：主婦会館プラザエフ)      

杉田副会長より、現在日本の爆発物対処の第1人者として活躍中の新進の講師陣の

もと、「災害と医療対策－爆発物対策の重要性－」「爆発物の基礎知識」「テロと爆発

物防護対策」「爆発物の威力と対策」「爆発物検知器材・止血器材等の取り扱い及び

実習」「爆発物に対応する新たな医療措置」「爆発物災害と医療対策」等の講義およ

びターニケットを使用した実習が行われたと報告された。また、最近の爆発物テロ
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の傾向はローンウルフ(一匹おおかみ)型が主流で、今後日本でも起こり得ると補足

された。 

 

１７．「マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知2019」第 3回医療会議〔4/9(火)〕につい 

て 

(マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知実行委員会主催：中日新聞社北館) 

細川理事より、3月10日(日)に行われた大会の状況、及び2019年度大会に向けた

今後のスケジュールが発表されたと報告された。 

今回は約42,000 名のエントリーがあり、出走者は約38,000 名で、96～97％の完走

率であった。雨天での開催で低体温症が目立ったが、重症者は出なかった。走り慣

れてきたためか、救護所の利用者は年々減少傾向にあると説明された。 

 

１８．特定非営利活動法人健康情報処理センターあいち第 1回運営委員会〔4/10(水)〕

について 

(特定非営利活動法人健康情報処理センターあいち主催： 

特定非営利活動法人健康情報処理センターあいち事務所)           

細川理事より、健康情報処理センターあいちの商標登録の更新等について検討を

行った。 

 

【その他事項について】 

２０．その他 
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以上で本日の議事を終了し、議長は協力を謝して閉会とした。 

 

平成３１年４月２５日 


